[bookmark: _Hlk60815756]『障がい者110番に寄せられた相談から』
福岡市障がい者110番
専任相談員　高次美佳（たかつぐ　みか）
福岡市障がい者差別解消条例が平成３１年１月に施行されてから、はや２年が経過いたしました。
今回は、療育手帳をお持ちの方が「警察」とのかかわりの中で困った時の相談を振り返ってみたいと思います。
実際の相談者からの内容について、そのままお伝えすることができませんので、わたくしの方で仮のお話を作成いたしました。
２６歳の女性Aさんは療育手帳の交付を受けています。慣れない場所では緊張して体がうまく動かなくなったり、難しいことを聞かれるとパニックを起こしたりします。最近は地域活動支援センターで編み物を習っています。
ある日家族がパート勤めから帰ったら警察から家に電話が入り、Aさんを任意で同行し警察で話を聴いているので警察署に来てほしいとのこと。地域生活支援センターへ行っているものと思っていた家族は驚いて警察に行きました。同行され取り調べを受けた理由を警察官に聞くと、百円均一のお店で毛糸玉を盗もうとしたことと、何に使うかわからないハサミ（刃物）を持っていたので、本人の同意を得て警察署に同行し取り調べを行ったとのこと。毛糸玉も返しており、家族から編み物用のハサミであることを伝え取り調べも終わりました。もう4時間近く警察署にいたことになり、家族はパニックを起こし泣きじゃくるAさんを連れて帰りました。ご家族も混乱していました。
状況を整理すると、その日はセンターで教えてもらいながら編んでいるマフラーの毛糸がなくなり、いつも行く百円均一のお店で毛糸玉を買ってからセンターに行くことにしていました。同じ色の毛糸玉がなく似た色を買おうかと迷っていた時に、店員に急に話しかけられ驚いて、毛糸玉を持ったまま外に出てしまいました。
店員が追いかけてきたので、怖くなって座り込み耳をふさいでいました。しばらくして女性の警察官の方がきて、持っていたバックの中を探られたあと、パトカーに乗るように言われわからないままパトカーに乗りました。A子さんは聞かれていることにうまく答えることができずに取調室でもうつむいたままでした。家の電話番号だけは覚えていたので答えました。
[bookmark: _Hlk60816755]Aさんはこの怖い思いの後、センターへ通えなくなりました。百円均一で買い物ができなくなりました。そして家族と一緒に出掛けていてもパトカーを見るとパニックを起こすこともあり、外に出るのも少なくなってしまい、社会とのかかわりが制限されることになってしまいました。
療育手帳をお持ちの方には、一般の方であればなんとも思わないことでも、急に声をかけられたらパニックを起こすことがあります。うまく答えることができずに誤解されることもあります。
このような時に、当相談窓口から警察に、どのような配慮が必要であったかをお伝えするようにしています
まず、警察官が「どうもおかしい」と少しでも感じたら『もしかしたら何らかの障がいをお持ちの方かもしれない』ということも予想していただきたいこと。それから職務質問の際は「逃げようとしているのではなく怖がっているのではないか」と考えて落ち着くまで見守るという配慮が必要であること。また体の動きがコントロールできないことがもあり、手をつかまれたりすると、つかんでいる相手の手の動きやちからとの調節がきかずに怪我をすることもあるので、もし保護しようとするときは怪我を負わせないような配慮が必要であること。（例えば、つかまれている右手をこれ以上動かしたら、相手の押さえている力で右手がさらに痛くなり骨折してしまうかもしれない。）
次に任意で同行する前に、ご本人が「どこに何をしに行こうとしていた」を答えられるような尋ね方（配慮）をして本当に任意同行が必要かを判断していただきたいこと。これらをお伝えするようにしています。
通常配慮とは、双方が対等な立場で建設的な話し合いを行うものですが、警察にかかわることとなると「対等な立場」での話し合いは法的にも難しい時があると判断されています。そこで、社会に出るということは警察にかかわることもあることを踏まえて、私たち福祉に携わる者が事前に何かできないものかを考えてみたいと思いました。
障がいのある人もない人にも共通することとして、親としては、親元を離れるときに日々の暮らしの中で安心して安全に暮らしてほしいと願います。最近は携帯が普及し、困ったことがあっても調べて理解したり、すぐに家族に相談したり、助けを求めたりすることができるでしょう。しかし障がいを抱えていると誰にどのようにどのタイミングで相談してよいものかがわからず不安になります。
だとしたら、事前に「暮らしの中で困った場面をどう理解すればよいのか」を一緒に考えていくことができるのではないかと思いました。つまり寄り添い支援として大事なことは、予想をして対処方法を一緒に考えておくということです。
今回のような警察にかかわることは、突然不安となり恐怖心から身を守ろうとしてかえって危険な目にあう状況です。そこで、まずは警察官の方々に個々の障がいのことを理解してもらうことが必要となります。交番勤務の警察官へその地域にある障がい福祉サービスを知っていただくようなパンフレットや会報誌の持参挨拶が寄り添い支援の一つとしてできると思います。それから個々の障がいを知っていただくためにも、警察の方へ事業所やセンターなどへ定期的に見回りに来ていただき、障がいのある人たちが警察に慣れ警察の仕事を理解しやすい環境をつくっていくことができると思われます。
そしてこのような事前の対応は支援者だけでなくご家族を含め地域全体での取り組みになることが望まれます。
個々の障がい特性から不審者と誤解されないように、通いの道順で障がいのある方が興味を持つところ（お店や児童の集まるところ）へは事前に理解を求めたりすることも一つの予防策と考えます。心身の状態によっては特に不安定な状況の時には、交番へ直接訪ねていき、連絡先を伝えておくことや、バックの中に連絡先が分かるようにしておくこと。刃物には「園芸用と名前」「手芸用と名前」などとシールを貼っておくこともよいと考えました。
最後に、近年「不寛容」という言葉で、自らと違う考えや行動をとる人を自らに関係がなくても「許さない」という風潮があります。障がいのある人もない人も誰もが安全に安心して日々を過ごせるように、さまざまな状況を抱える人を「知る」こと、そして「自らの中にその価値観を受け入れていくこと」が、ともに安全に安心して暮らしていくことと考えます。
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